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の
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思
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「
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擁
護
」
の
神
園
思
想

一
火
照
大
神
と
神
園
思
惣

一
苅
冠
と
神
岡
思
想

春
日
明
神
と
神
国
思
想

政
道
論
と
神
園
思
想

『
神
山
道
正
統
記
』
の
神
図
思
惣

結

語

一

、

は

し

が

き

神
国
思
想
は
、
か
つ
て
国
民
道
徳
の
中
核
に
位
置
し
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
に
文
部
省
が
、
国
体
明
徴
・
国
民
精
神
酒
養
振
作
の
標
準
書
と

る し
て
編
纂
刊
行
し
た
「
園
瞳
の
本
義
』
に
も
、
日
本
は
、

「
現
御
神
に
ま
し
ま
す
天
皇
の
統
治
し
給
ふ
神
園
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

大
ま
か
に
分
け
て
、
日
本
の
神
国
思
想
に
は
ニ
つ
の
型
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
天
照
大
神
の
子
孫
で
あ
る
天
皇
が
日
本
の
統
治
者
で
あ
る
、

神

国

思

想

の

系

譜

五
五



神
国
思
想
の
系
譜

五
六

と
い
う
意
味
の
「
紳
孫
君
臨
」
の
神
国
思
想
で
あ
り
、
第
二
は
、
わ
れ
わ
れ
（
日
本
の
民
衆
）
に
は
常
に
天
神
地
祇
の
加
護
が
与
え
ら
れ
て
い

る
、
と
い
う
意
味
の
「
神
明
擁
護
」
の
神
国
思
想
で
あ
る
。
神
国
思
想
の
史
的
考
察
を
試
み
る
場
合
、

一
応
、
両
者
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら

p
h

齢、
sv〉

、

え
し
カ

乙
の
点
を
指
摘
し
た
の
は
、
奥
田
真
啓
民
の
『
武
士
圏
と
紳
道
』
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
テ
ー
マ
と
い

ぃ
、
執
筆
の
時
期
と
い
い
、
と
も
す
れ
ば
国
体
論
風
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
実
証
的
に
問
題
を
追
求
し
た
点
に

お
い
て
、
高
く
評
価
す
べ
き
業
績
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
神
国
思
想
に
つ
い
て
の
奥
田
民
の
見
解
も
、
当
時
の
圧
倒
的
な
国
体
論

的
神
国
論
に
掩
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

満
洲
事
変
以
降
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
強
佑
に
伴
い
、
「
紳
園
」
思
想
は
、
単
な
る
「
思
想
」
「
学
説
」
の
類
で
は
な
く
、
国
家
権
力
の
強
制

を
伴
う
実
践
倫
理
の
結
論
と
な
っ
た
。
強
制
さ
れ
た
「
紳
圏
」
は
、
も
ち
ろ
ん
「
神
孫
君
臨
」
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
園
瞳

の
本
義
』
が
繰
り
返
え
し
主
張
す
る
よ
う
に
、

「
祭
杷
と
政
治
と
教
育
と
が
根
源
に
於
て
一
致
す
る
」
我
が
固
に
お
い
て
、
神
々
、
と
く
に
天

照
大
神
や
春
日
明
神
は
、
も
と
も
と
宗
教
的
で
あ
る
よ
り
、
政
治
的
役
割
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
変
ら
な
か
っ

た
。
そ
し
て
天
照
大
神
や
春
日
明
神
を
主
人
公
と
す
る
神
国
思
組
は
、
当
然
、
古
代
権
力
擁
護
を
中
軸
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
の
神
国
思
想
は
、
究
極
に
お
い
て
政
治
思
組
で
あ
る
。
本
稿
は
、
下
限
を
北
畠
親
房
の
『
紳
皇
正
統
記
』
に
置
き
、
そ
の
聞
の
神
国
思

想
の
系
譜
を
あ
と
づ
け
よ
う
と
し
た
。
な
お
本
稿
を
成
す
に
当
り
、
右
に
挙
げ
た
奥
田
氏
の
著
書
の
外
に
、
永
原
慶
二
氏
の
「
中
世
の
世
界

観
」
（
『
日
本
歴
史
講
座
』
第
三
巻
所
収
）
お
よ
び
黒
田
俊
雄
氏
の
「
鎌
倉
伸
敢
に
お
け
る
一
向
専
修
と
本
地
重
迩
」
（
「
史
林
』
三
六
の
四
所

載
〉
か
ら
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。

ー
一、
「
神
意
政
治
」
の
神
国
思
想

日
本
を
「
神
園
」
と
称
し
た
初
例
は
、
日
本
書
紀
の
神
功
皇
居
条
の
次
の
記
載
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
神
功
皇
居
に
率
い
ら
れ
た
軍
船
が
新
緩



に
近
づ
い
た
時
、
そ
の
盛
ん
な
勢
い
に
呑
ま
れ
た
新
羅
国
王
は
、

「
吾
れ
聞
く
、
東
に
榊
園
有
り
、
日
本
と
謂
う
、
亦
聖
王
有
り
、
天
皇
と
調

ぅ
、
必
ず
其
の
園
の
紳
兵
な
ら
む
、
宣
兵
を
皐
げ
て
以
っ
て
拒
ぐ
ベ
け
む
や
」
と
い
っ
て
降
伏
す
る
が
、
こ
の
新
羅
王
の
言
葉
に
見
え
る
「
紳

園
」
が
、
文
献
と
し
て
最
も
古
い
用
例
で
あ
る
。

で
は
新
羅
は
、
な
ぜ
乙
の
場
合
、
日
本
を
「
紳
園
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
か
。

神
功
皇
后
の
、

い
わ
ゆ
る
新
羅
遠
征
は
、
実
は
「
神
の
教
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
、

「
若
し
能
く
吾
を
祭
り
た
ま
は
ば
、
則

ち
曽
て
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て
、
其
の
園
（
「
財
賓
園
」
）
必
に
自
ら
服
い
な
む
」
と
い
う
「
神
の
呈
一
口
」
を
信
じ
な
か
っ
た
仲
哀
天
皇
は
、

そ
の
故

に
神
の
崇
り
に
よ
っ
て
死
ん
だ
。
神
功
皇
后
は
、
天
皇
に
崇
っ
た
神
の
名
を
知
ろ
う
と
し
て
、
自
ら
神
主
と
な
り
、
七
日
七
夜
の
神
事
を
続
け

た
結
果
、
「
揖
賢
木
厳
の
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
」
「
尾
田
吾
田
節
の
淡
郡
に
居
る
紳
」
「
事
代
主
紳
」
「
表
筒
男
紳
」
「
中
筒
男
神
」
「
底
筒
男
紳
」

の
名
前
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
神
功
皇
后
は
、
「
紳
の
語
を
得
て
、
教
の
ま
に
ま
に
祭
り
」
、
先
ず
熊
襲
を
撃
ち
平
げ
、

の

う

有
る
こ
と
を
識
し
め
し
て
、
更
に
紳
祇
を
祭
り
杷
り
」
、
「
神
祇
を
祷
り
折
」
み
、
「
紳
紙
の
教
を
被
け
」
て
、
新
羅
遠
征
の
準
備
を
し
た
。
ゃ

「
紳
の
殺
の
験

が
て
「
紳
の
教
を
得
」
て
荒
魂
を
軍
船
の
先
鋒
と
し
、
和
魂
を
鎮
と
し
て
、
新
経
に
向
い
出
発
し
た
。

新
羅
王
の
言
葉
に
お
い
て
、
日
本
が
「
紳
園
」
と
さ
れ
る
の
は
、
神
の
教
に
従
わ
ぬ
仲
哀
天
皇
が
罰
せ
ら
れ
、

神
の
教
に
従
う
神
功
皇
后

が
、
王
座
に
あ
っ
て
、
日
本
を
支
配
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
一
脚
園
」
で
あ
る
理
由
は
、
「
紳
蹄
り
」
・
す
る
神
功
皇
居
一
個
人
の
人
格
に
か
か

シ
ャ

I
マ
ン
と
し
て
の
神
功
皇
后
の
神
意
政
治
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
書
紀
の
神
功
皇
后
条
に
は
、
新
羅
に
向
う
日
本

の
軍
船
を
、
「
天
紳
地
紙
の
悉
に
助
け
た
ま
う
か
」
と
記
念
れ
で
あ
る
札
口
｝
こ
の
種
の
「
紳
明
擁
護
」
よ
り
も
「
紳
意
政
治
」
に
、
「
紳
園
」
で

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

あ
る
理
由
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
為
政
者
の
立
場
に
お
い
て
、
神
の
意
志
を
無
視
で
き
ぬ
園
、
従
っ
て
神
の
教
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
国
｜
｜
こ

れ
が
「
神
園
」
と
し
て
の
日
本
で
あ
り
、
自
ら
「
紳
主
」
と
な
る
神
功
皇
后
が
、
同
時
に
政
治
の
主
宰
者
と
な
っ
て
い
る
。

能
く
零
宝
惑
わ
」
し
た
卑
弥
呼
行
邪
馬
台
国
の
女
王
で
あ
り
え
た
こ
と
に
類
比
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

一
鬼
道
に
事
え
、

神

国

思

想

の

系

譜

五
七



神
国
思
想
の
系
譜

五
八

は
じ
め
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
「
紳
園
」
の
意
義
内
容
が
、
「
紳
明
擁
護
」
で
は
な
く
、
「
紳
意
政
治
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
シ
ャ

l
マ
ン
と
し
て
の
神
功
皇
后
の
位
置
は
、
神
と
民
衆
と
の
中
間
に
あ
り
、
神
の
教
を
聞
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
為
政
者
で

あ
り
え
た
神
功
皇
居
は
、
漠
然
た
る
判
明
の
擁
護
を
求
め
る
よ
り
も
、
具
体
的
な
政
治
の
方
針
を
神
に
聞
こ
う
と
し
た
。
従
っ
て
神
明
擁
護

は
、
い
わ
ば
神
意
政
治
の
結
果
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

日
本
が
「
紳
園
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
戦
わ
ず
し
て
降
服
す
る
新
羅
国
王
の
口
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
日
本
だ
け

が
「
一
抑
園
」
で
あ
り
、
新
羅
（
な
ら
び
に
他
の
諸
外
国
）
と
は
異
な
る
と
す
る
自
国
優
越
意
識
が
、

乙
の
説
話
の
背
景
を
な
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
日
本
の
神
国
思
想
が
、
す
で
に
そ
の
始
源
に
お
い
て
、
対
外
意
識
を
媒
介
し
て
形
成
さ
れ
て
居
り
、

そ
の
後
の
経
過
を
顧
み
て
も
、
対
外

的
緊
張
の
生
じ
た
時
、

こ
の
種
の
神
国
思
想
が
、
自
国
優
越
意
識
を
厚
ぴ
お
こ
し
て
い
る
。

日
本
の
歴
史
は
、
記
紀
に
よ
れ
ば
、
「
紳
代
」
に
源
流
す
る
が
、
し
か
し
「
紳
代
」
は
そ
の
ま
ま
「
紳
園
」
に
転
移
し
な
か
っ
た
。
「
紳
園
」

の
意
識
は
、
新
羅
に
対
す
る
外
交
的
・
軍
事
的
緊
張
が
契
機
と
な
り
、
自
国
優
越
意
識
の
拠
点
と
し
て
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
神
国
は
、

ー「

軍事

意
政
治
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

②①  

岩
波
文
庫
版
に
よ
れ
ば
、

ζ

の
項
は
「
或
は
携
入
な
ら
b
」
と
あ
る
。

『
現
志
倭
人
伝
』

「
神
明
擁
護
」
の
神
国
思
想

六
国
史
を
通
じ
て
、
「
神
園
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
る
の
は
、
ニ
個
所
し
か
な
い
。
前
者
は
、

す
で
に
述
べ
た
書
紀
神
功
皇
后
条
で
あ
り
、

後
者
は
、
三
代
実
録
清
和
天
皇
条
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
員
観
十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
に
、
新
羅
の
海
賊
が
、
二
般
の
舟
に
乗
り
博
多
津
に
来
て
、
豊
前
国
の
年
貢
を
掠



奪
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
周
年
十
二
月
、
京
都
の
朝
廷
は
大
宰
府
の
請
い
に
よ
り
、
諸
国
の
停
囚
を
在
番
し
て
、
新
羅
の
海
賊
に
備
え
し
め
た

が
、
同
月
に
伊
勢
・
石
清
水
八
幡
に
、
翌
貞
観
十
二
年
二
月
に
、
宇
佐
・
香
椎
・
宗
像
お
よ
び
甘
南
備
神
に
奉
幣
し
て
、
神
助
を
仰
い
だ
。
こ

れ
ら
の
諸
社
に
奉
っ
た
告
文
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
に
共
通
し
て
、
「
神
園
」
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
「
惇
え
聞
く
、
彼
の
新

羅
人
は
、
我
が
日
本
の
朝
と
、
久
し
き
世
時
よ
り
相
い
敵
い
来
た
る
、
し
か
る
に
今
、
境
内
に
入
り
来
た
り
て
調
物
を
奪
い
取
り
て
、
懐
俸
の

気
な
し
、
其
の
意
況
を
量
る
に
、
兵
冠
の
商
、
此
よ
り
生
き
る
か
、
・
・
・
・
我
が
日
本
の
朝
は
、
所
調
る
神
明
の
固
な
り
、
神
明
の
助
護
賜
ら
ば
、

何
の
兵
冠
か
近
づ
き
来
べ
き
、
・
・
・
・
掛
け
ま
く
も
畏
き
皇
大
神
、
圏
内
の
諸
神
遣
を
も
、
唱
い
導
き
蹴
い
て
、
未
だ
発
向
せ
ざ
る
の
前
に
、
氾

み
拒
ぎ
排
し
却
け
賜
え
、
若
し
賊
の
謀
す
で
に
熟
り
て
、
兵
船
必
ず
来
べ
く
在
ら
ぽ
、
境
内
に
入
れ
賜
わ
ず
し
て
、
逐
い
選
え
し
漂
い
没
れ
し

み

め
賜
い
て
、
我
が
朝
の
神
国
と
畏
れ
樺
ら
れ
来
た
れ
る
故
実
を
、
擁
た
し
失
い
賜
う
な
」
（
傍
点
筆
者
三

右
に
掲
げ
た
告
文
は
、
傍
点
の
個
所
を
除
い
て
、
伊
勢
は
じ
め
そ
の
他
の
諸
社
の
告
文
い
づ
れ
も
同
一
内
容
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
日
本
が
神
国
で
あ
る
の
は
、
「
神
明
の
助
護
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
神
明
の
助
護
に
期
待
し
て
、
新
羅
海
賊
の
日
本
発
向
計

画
を
未
然
に
阻
止
し
、
ま
た
す
で
に
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
園
内
侵
入
を
防
遇
す
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

書
紀
神
功
皇
后
条
の
神
国
思
想
と
、

こ
の
神
国
思
担
と
を
比
較
し
て
注
意
さ
れ
る
第
一
の
点
は
、
「
神
意
政
治
」
の
性
格
は
姿
を
消
し
、
「
神

明
擁
護
」
の
意
義
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
日
本
が
神
国
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
か
つ
て
神
功
皇
后
が
果
た
し
た
よ
う
積
極

的
な
役
割
を
、
天
皇
一
個
人
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
天
皇
は
も
は
や
シ
ャ

l
マ
ン
で
は
あ
り
え
ず
、
従
っ
て
、

「
神
の
教
」

「
神
の
言
」
を
聞
く
乙
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
神
祭
と
政
治
と
は
、
分
離
し
て
い
る
。

第
二
に
、
日
本
が
「
神
国
」
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
九
世
紀
に
お
い
て
「
故
賀
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

「
他
園
異
類
」
に
よ
っ

て
、
「
畏
れ
障
ら
れ
来
た
れ
る
」
と
こ
ろ
の
歴
史
的
背
景
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
告
文
の
こ
の
個
所
は
、
恐
ら
く
書
紀
神
功
皇
后
条
の
、
「
吾
れ

聞
く
、
東
に
神
園
あ
り
、
日
本
と
調
う
、
亦
、
聖
王
あ
り
、
天
皇
と
調
う
、
必
ず
其
の
園
の
神
兵
な
ら
む
、
宣
兵
を
翠
げ
て
以
っ
て
拒
ぐ
ベ
け

神

国

思

想

の

系

譜

五
九



神

国

思

想

の

系

譜

六
O

ん
や
」
と
い
っ
て
、
戦
わ
ず
し
て
降
伏
し
た
新
羅
王
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
回
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

あ
だ
な

聞
く
、
彼
の
新
羅
人
は
、
我
が
日
本
の
園
と
久
し
き
世
時
よ
り
相
い
激
い
来
た
る
」
と
い
う
記
事
に
も
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
告
文
に
、
「
停
え

つ
ま
り
日
本
の

「
神
園
」
思
想
は
、

「
相
い
敵
」
う
「
他
圏
異
類
」
を
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
新
羅
を
敵
国
と
し
て
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
み
な

ら
ず
、
ま
た
新
羅
と
の
軍
事
的
緊
張
に
際
し
て
、
蘇
っ
て
来
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
同
じ
告
文
が
、
「
夷
停
の
逆
謀
叛
乱
」
「
中
園
の
刀
兵
賊

難
」
「
水
早
風
雨
」
「
疫
癌
飢
僅
」
な
ど
の
錦
却
錨
滅
を
併
せ
祈
請
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
神
園
」
の
意
義
は
、
新
羅
海
賊
の
担
拒
排

却
を
祈
願
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
今
の
場
合
、
日
本
が
神
国
で
あ
る
こ
と
は
、
宣
命
の
形
で
神
に
告
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
民
衆
を
対
象
と
し
て
い

つ
ま
り
国
民
的
規
模
に
お
い
て
、
神
国
思
想
の
鼓
吹
・
喚
起
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
宰
府
の
言

上
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
新
羅
の
海
賊
が
侵
掠
し
た
自
に
、
統
領
・
選
士
な
ど
を
差
し
遣
し
て
追
討
せ
し
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「
人
み
な
嬬

弱
、
俸
り
て
肯
行
せ
ず
」
。

そ
こ
で
朝
廷
で
は
、
や
む
な
く
惇
囚
を
徴
発
し
て
要
所
に
配
置
し
、
警
備
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
か
ら

伊
勢
な
ど
へ
の
告
文
で
反
覆
さ
れ
た
「
神
園
」
意
識
は
、

一
般
民
衆
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
神
国
思
鶴
は
、
こ
の
場
合
、

神
明
の
加
護
を
願
う
と
い
う
単
な
る
宗
教
思
想
に
す
ぎ
ず
、
政
治
思
想
乃
至
政
治
理
念
を
媒
介
と
す
る
と
ζ

ろ
の
、
民
衆
と
の
結
び
付
き
が
な

い
の
で
あ
る
。

註
① 

辺
国
防
備
の
た
め
に
置
か
れ
た
兵
士
は
、
「
賓
は
是
れ
役
夫
、
そ
の
窮
困
の
体
、
人
を
し
て
憂
煩
せ
し
む
」
る
有
様
と
な
っ
た
の
で
、
天
長
三
年
（
八
二

六
）
に
兵
士
を
解
却
し
、
「
宮
鏡
遊
手
之
児
」
を
沢
ん
で
「
選
士
」
と
な
し
、
庸
を
免
じ
、
ま
た
中
男
三
人
を
賜
わ
る
な
ど
の
使
過
策
が
採
ら
れ
た
。
選

士
を
統
率
す
る
統
領
は
、
陸
奥
闘
の
軍
毅
に
准
じ
て
、
職
国
二
町
、
篠
丁
三
人
を
給
す
る
な
ど
の
待
遇
を
受
け
た
（
『
類
従
コ
一
代
格
』
十
八
）
。

四

天
照
大
神
と
神
国
思
想

律
令
政
府
に
お
け
る
修
史
事
業
が
、
三
代
実
録
を
以
っ
て
終
止
符
が
打
た
れ
て
以
降
、
官
撰
の
史
書
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
と
思



わ
れ
る
が
、
「
神
園
」
と
い
う
言
葉
も
、
記
録
文
献
類
に
は
多
く
見
出
し
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
摂
関
政
治
の
最
盛
期
を
現
出
し
た
藤
原
道
長

の
『
御
堂
闘
自
記
』
や
、
道
長
と
同
時
代
の
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
、
藤
原
行
成
の

『
樺
記
』
な
ど
に
つ
い
て
見
て
も
、
現
存
の
部
分
で

は

「
神
園
」
を
強
調
し
た
個
所
は
稀
で
あ
る
。

乙
れ
ら
当
代
上
流
貴
族
は
、
神
国
思
想
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。

に
、
常
に
政
治
的
危
機
・
社
会
的
不
安
と
関
聯
が
あ
る
。
支
配
体
制
の
維
持
を
望
む
者
も
、
政
治
権
力
の
恢
復
を
企
図
す
る
者
も
、
共
に
自
己

で
は
、

「
神
園
」
の
強
調
は
、
圏
内
的

の
政
治
的
立
場
の
強
佑
・
貫
徹
を
、
「
神
の
意
志
の
賞
現
」
に
擬
そ
う
と
す
る
。

つ
ま
り
為
政
者
は
、

と
れ
ら
の
危
機
・
動
揺
の
克
服
を
、
神

の
加
護
に
求
め
る
の
み
な
ら
ず
、
自
己
の
政
治
権
力
の
根
源
を
、
神
の
計
ら
い
に
帰
そ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、

「
神
圏
」
意
識
の
昂
揚
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
摂
関
政
治
の
黄
金
期
は
、
政
治
的
社
会
的
な
安
定
期
で
も
あ
っ
た
故
に
、
為
政
者
は
特
に
、
神
国
思
想
の
高
調
を
必

要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
樺
記
』
長
保
二
年
（
一

0
0
0）
正
月
廿
八
日
条
に
、
「
我
が
朝
は
神
国
な
り
、
神
事
を
以
っ
て
先
と
為
す
べ
し
」
と
見
え
る
。
乙
れ
は
、

「
営
時
、
坐
す
と
乙
ろ
の
藤
民
皇
后
、
東
三
条
院
、
皇
太
后
宮
、
中
宮
、
皆
出
家
し
た
る
に
依
り
、
氏
の
担
を
勤
む
る
な
し
」
と
い
う
有
様
で

あ
る
が
、
し
か
し
民
の
祭
杷
を
疎
か
に
で
き
な
い
の
で
、
「
小
臣
（
行
成
、
筆
者
註
）
、
藤
氏
の
末
葉
た
る
を
以
っ
て
、
民
の
祭
に
忠
な
ら
ん
こ
と

を
思
う
為
め
、
申
す
と
こ
ろ
な
り
」
。
日
本
は
神
園
で
あ
る
か
ら
、
神
一
事
を
先
に
す
べ
き
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。

し
か
し
行
成
の
い
う
意
味
で

の
「
神
園
」
思
想
に
は
、

「
他
国
異
類
」
，
に
対
す
る
日
本
の
優
越
性
を
自
負
す
る
意
識
は
な
く
、
ま
た
天
照
大
神
と
の
特
殊
な
結
び
つ
き
の
強

調
も
な
く
、
た
だ
藤
原
民
の
民
人
と
し
て
、
氏
神
春
日
明
神
の
祭
杷
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
民
祭
と
い
う
私
的
な

神
事
が
、
無
媒
介
に
「
神
園
」
と
結
び
付
け
ら
れ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
行
成
も
そ
の
構
成
分
子
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
摂
関
体
制
を
背
景
と
す
る

立
言
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
小
右
記
』
長
元
四
年
（
一

O
三
一
）
八
月
廿
三
日
条
記
載
の
宣
命
に
、
「
神
園
」
の
言
葉
が
見
え
る
。

こ
れ
は
斎
宮
頭
藤
原
相
通
夫
妻
が
、

神

国

思

想

の

系

譜

←』
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十

ノ＼

「
宅
内
に
大
神
宮
繁
殿
を
作
り
、
神
威
を
詐
偲
し
て
愚
民
を
誼
惑
す
る
」
こ
と
が
ゐ
り
、
相
通
夫
妻
は
配
流
処
分
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の

事
件
の
顛
末
を
報
告
し
、
か
た
が
た
祐
助
を
仰
ぐ
た
め
に
、
参
議
源
経
頼
が
伊
勢
神
宮
に
発
遣
さ
れ
た
時
の
宣
命
で
あ
り
、

「
本
朝
は
神
固
な

り
、
中
に
も
皇
太
神
の
助
け
政
ご
ち
給
う
所
な
り
」
と
あ
る
。

乙
の
「
神
岡
」
の
背
景
に
も
、
対
外
的
な
危
機
意
識
の
媒
介
が
な
く
、
従
っ
て

日
本
の
優
越
性
を
誇
示
す
る
意
士
山
も
な
い
。
た
だ
天
照
大
神
を
氏
神
と
す
る
天
皇
の
立
場
か
ら
、
伊
勢
の
特
殊
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
一
般
民
衆
は
、
天
照
大
神
を
「
神
園
」
の
中
心
に
据
え
て
い
な
か
っ
た
。

『
小
右
記
』
の
筆
者
藤
原
実
資
と
同
時
代
の
「
更
級

日
記
』
の
作
者
は
、
受
領
の
女
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
天
照
御
神
を
念
じ
申
せ
」
と
勧
め
ら
れ
て
、
「
い
づ
こ
に
お
は
し
ま
す
神
悌
に
か

は
」
と
い
う
程
度
の
智
識
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
更
級
日
記
』
一
篇
が
語
る
よ
う
に
、
作
者
の
日
常
生
活
｜
｜
精
神
生
活
が
、
複
数
の

神
々
（
乃
至
複
数
の
悌
・
菩
薩
）
を
離
れ
て
は
、
成
り
立
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
か
か
る
国
は
、

「
神
園
」
の
名
に
相
応
し
い
で
あ

ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ
の
神
国
で
占
め
る
天
照
大
神
の
特
殊
な
地
位
に
つ
い
て
は
、
上
流
貴
族
層
を
除
き
、

一
般
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

右
の
事
は
、
院
政
期
に
石
清
水
八
幡
に
捧
げ
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
告
文
に
就
い
て
も
、

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
告
文
に
は
、
「
神
園
」

の
言
葉
が
見
ら
れ
る
が
、
先
ず
寛
治
四
年
（
一

O
九
O
）
十
二
月
に
、
白
河
上
皇
は
重
厄
な
ら
び
に
不
予
に
よ
り
、
十
二
社
に
祈
願
す
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
が
、
石
清
水
八
幡
へ
の
告
文
に
、

「
抑
本
朝
ハ
神
園
ナ
リ
、
厄
食
ヲ
韓
シ
病
患
ヲ
除
キ
給
フ
コ
ト
ハ
、
偏
厚
キ
御
助
、
庚
キ
御
恵

ニ
可
在
シ
ト
所
念
行
天
な
り
」
と
あ
る
。
天
永
四
年
（
一
一
一
一
二
）
四
月
十
四
日
付
の
鳥
羽
天
皇
の
宣
命
案
に
よ
れ
ば
、
所
々
の
神
人
衆
徒

は
、
た
び
た
び
の
制
符
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
狼
り
に
神
輿
を
昇
い
て
公
家
を
驚
か
し
、
或
は
党
を
結
ん
で
公
私
の
団
地
を
押
領
す
る
な
ど
の
悪

行
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
そ
の
濫
行
停
止
を
石
清
水
八
幡
に
請
願
し
て
、

「
我
朝
ハ
神
道
祐
基
ケ
ル
園
」
と
記
し
て
あ
る
。
保
安
四
年
（

一
二
三
）
に
天
台
衆
徒
の
騒
動
非
行
を
諸
社
に
奏
し
た
白
河
法
皇
の
仲
一
口
文
に
、

「
抑
我
朝
は
神
園
な
り
、
鋸
守
の
誓
願
長
重
無
窮
た
り
、
神
は

非
躍
を
享
た
ま
は
ざ
れ
ば
、
恋
に
非
道
を
以
て
訴
を
致
せ
る
党
類
、
縦
い
念
惑
を
成
と
も
、
畳
受
用
あ
ら
ん
や
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
保
延
五



年
三
一
三
九
年
）
に
、
美
福
門
院
の
安
産
の
祈
り
に
、
鳥
羽
上
皇
が
石
清
水
八
幡
に
奉
っ
た
告
文
に
は
、

「
我
朝
ハ
神
園
ナ
リ
、
宗
廟
ノ
霊

暗
神
明
の
加
護
ニ
依
テ
天
枝
帝
葉
の
粧
を
茂
に
、
磐
石
維
域
の
基
－
一
堅
給
ふ
物
に
在
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
用
し
た
四
つ
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
の
「
神
園
」
思
想
は
、
必
ず
し
も
天
照
犬
神
を
特
別
の
位
置
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
と
同
時
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
石
清
水
八
幡
に
対
す
る
祈
願
が
、
二
つ
の
異
な
っ
た
動
機
に
支
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第

一
は
、
病
気
平
癒
や
安
産
を
祈
請
し
て
い
る
こ
と
で
、

い
わ
ば
私
的
な
動
機
に
基
つ
く
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
祈
願
は
、
祈
願
者
が
デ
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
の
上
皇
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
一
般
民
衆
で
あ
っ
て
も
、

一
個
人
と
し
て
神
明
の
加
護
を
仰
ぐ
こ
と
に
お
い
て
、
同
一
の
基
調
に
立

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第
二
に
、
神
人
・
衆
徒
の
濫
行
停
止
を
祈
請
す
る
の
は
、
も
は
や
一
個
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
で
は
な
い
。
デ
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
上
皇
の
立
場
で
、
古
代
末
期
の
一
般
的
政
治
危
機
の
克
服
が
神
に
願
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
場
合
の
「
神
園
」
の
一
一
一
口
葉
に

は
、
政
治
的
要
請
が
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
院
政
政
樺
の
政
治
的
危
機
が
、
神
々
の
加
護
に
よ
っ
て
、
解
消
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
し
か
も
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
「
神
園
」
で
あ
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
と
い
え
ど
も
、

「
神
園
」
意
識
は
、
擁
護
援
助
を
仰
ぐ
神
々
に
向
っ
て
強
調
さ
れ
て
居
り
、
被
治
者
と
し
て
の
一
般
民

衆
に
対
し
て
力
説
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
民
衆
は
、
ま
だ
「
神
園
」
の
視
野
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註
①
司
百
錬
抄
』
長
一
万
四
年
八
月
五
日
条
。

五

元

冠

と

神

国

思

想

神
明
擁
護
の
日
本
ば
、
そ
の
故
に
「
神
園
」
で
あ
り
、
他
国
と
異
な
っ
て
い
る
｜
｜
こ
の
思
想
は
、
書
紀
神
功
皇
后
条
の
記
載
が
根
本
と
な

っ
て
、
貴
族
・
僧
侶
層
の
常
識
と
な
っ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
・

1
藤
原
伊
通
は
、
「
日
本
を
ば
神
園
と
申
し
て
、
高
麗
の
み
に
あ
ら
ず
、
隣
国
の
、

み
な
お
ぢ
て
思
ひ
よ
ら
ず
候
也
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
二
世
紀
も
前
に
、
中
国
の
五
代
で
は
、
日
本
に
つ
い
て
、

「
彼
国
古
今
、
侵

神

国

思

想

の

系

譜

」 a

ノ＼



神

国

思

想

の

系

譜

』、日↓

↑ノ
N
H
Vト

奪
な
し
、
龍
神
報
護
す
」
と
伝
え
て
い
お
戸

し
か
し
、
自
国
優
越
意
識
と
し
て
の
こ
の
神
国
思
想
は
、
常
に
強
調
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
強
調
さ

れ
た
の
は
、
周
知
の
通
り
元
冠
の
時
で
あ
る
。

文
永
七
年
、
蒙
古
に
致
し
た
反
牒
は
菅
原
長
成
が
起
草
し
た
が
、
そ
の
文
中
に
、

「
凡
そ
天
照
大
神
、
天
統
を
輝
か
し
て
よ
り
、
日
本
今
皇

帝
日
嗣
を
受
け
た
ま
ふ
に
い
た
る
ま
で
、
聖
明
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、
属
せ
ぎ
る
な
く
、
左
廟
右
稜
の
霊
、
得
一
無
二
の
盟
、
百
王
の
鎮
護
孔
阻

た
り
、
四
夷
の
修
靖
素
る
る
な
し
、
故
に
皇
土
を
以
て
永
く
神
園
と
号
す
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
天
照
大
神
以
来
、

そ
の
神
孫
が
日
嗣
を
継
承

し
て
い
る
点
に
、
神
国
と
号
す
る
理
由
を
求
め
て
い
る
が
、
「
日
本
園
太
政
官
牒
、
蒙
古
圏
中
書
省
」
と
い
う
公
文
書
に
お
い
て
、
「
神
園
」
の

意
義
を
、
「
神
明
擁
護
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
神
孫
君
臨
」
に
見
出
し
た
の
は
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
理
由
に
依
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
「
大
蒙
古
園
皇
帝
、
書
を
日
本
国
王
に
事
す
、
朕
惟
う
に
、
古
よ
り
小
園
の
君
も
、
境
土
相
接
す
れ
ば
、
な
お
講
信
修
睦
に
務
む
、
・
・
・
・
聖

人
は
四
海
を
以
っ
て
家
と
矯
す
、
相
通
好
せ
ぎ
る
は
、
畳
一
家
の
理
な
ら
ん
や
、
以
っ
て
兵
を
用
う
る
に
至
り
で
は
、
夫
れ
執
れ
か
好
hv
所
な

ら
ん
、
王
こ
れ
を
園
れ
」
と
い
う
一
五
の
世
祖
の
日
本
招
撫
に
直
面
し
て
、
朝
廷
は
先
ず
元
に
対
し
、
外
交
的
な
対
等
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
も
「
中
園
」
を
徳
佑
す
る
「
聖
人
」
に
対
し
て
、
日
本
側
は
天
皇
を
修
飾
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

「
神
明
擁
護
」
と
し
て

の
神
国
思
想
は
、
天
皇
の
体
裁
を
荘
厳
す
る
の
に
、
直
接
役
立
た
な
い
。
か
く
し
て
日
本
の
朝
廷
は
、
蒙
古
の
皇
帝
に
対
し
、
天
照
大
神

l
天

皇

l
皇
土
を
統
一
す
る
と
こ
ろ
の
「
神
園
」
思
想
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
外
交
的
に
対
等
の
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
元
窟
に
際
し
て
昂
揚
さ
れ
た
神
国
思
想
は
、
常
に
天
照
大
神
｜
天
皇
を
基
調
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
東
巌
慧
安
が
石
清
水
八
幡

に
参
寵
し
て
、
蒙
古
降
伏
を
析
請
し
た
表
自
に
は
、
「
八
幡
大
菩
薩
弁
に
六
十
齢
州
五
畿
七
道
一
切
の
善
神
等
、

蒙
古
謹
州
の
貧
人
、
妄
に
此

の
神
園
に
敵
謝
し
・
・
・
・
」
と
あ
り
、
ま
た
、

「
伏
し
て
乞
う
、

八
幡
大
菩
薩
、
百
皇
鎮
護
の
書
約
、
忘
却
す
る
な
く
、
変
改
あ
る
な
く
、
慈
怒

を
垂
れ
給
え
」
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
神
明
擁
護
」
と
し
て
の
「
紳
園
」
思
想
が
、

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
故
に
、
「
百



皇
鋸
護
」
の
祈
願
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
元
窟
直
後
の
永
仁
元
年
二
二
九
三
年
）
に
、

九
州
の
御
家
人
が
、
「
日
本

園
そ
く
さ
い
ゑ
ん
め
い
」
を
祈
願
し
て
、
熊
野
樺
現
を
、
元
冠
の
戦
場
で
あ
る
生
松
原
に
勧
請
し
た
例
も
見
ら
れ
れ
な

元
窟
の
危
機
に
際
し
て
強
調
さ
れ
た
神
国
思
想
に
は
、
二
つ
の
型
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
天
照
大
神
が
日
本
を
聞
き
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
歴

代
の
天
皇
が
、
日
本
に
君
臨
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
「
神
園
」
で
あ
り
、
第
二
は
、

「
神
明
擁
護
の
闘
」

「
一
紳
明
の
在
す
園
」
と
し
て
の

「
紳
園
」
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
用
例
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
の
型
に
較
べ
て
、
第
二
の
型
の
例
は
、

か
な
り
多
い
。
た
と
え
ば
『
倭
姫
命
世

記
』
に
、

「
大
日
本
は
紳
園
な
り
、
一
明
明
の
加
被
に
依
り
園
家
の
安
全
を
得
、
園
家
の
尊
崇
に
依
り
神
明
の
霊
威
を
増
す
」
と
し
て
い
る
。
東

大
寺
再
興
祈
願
の
た
め
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
、
大
勧
進
で
あ
っ
た
重
源
は
伊
勢
に
参
詣
し
た
が
、
そ
の
時
の
表
自
に
、
「
大
日
本
園
は
、

一
瞬
明
擁
護
の
園
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神
園
思
組
に
は
、

「
神
明
擁
護
」
の
意
味
は
あ
る
が
、

「
天
孫
君
臨
」
の
観
念
は
な

ぃ
。
建
永
元
年
（
一
二

O
六
）
に
仲
国
法
師
の
妻
に
後
白
河
院
の
託
宣
が
あ
り
、

一
時
は
騒
が
れ
た
が
、
結
局
、
天
魔
の
所
為
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
仲
国
夫
妻
の
所
罰
が
決
定
し
た
時
、
三
条
長
兼
は
、

の
神
、
我
が
園
を
棄
て
ざ
る
な
り
」
と
記
し
て
い
れ
円
神
明
の
加
護
を
期
待
し
、
期
待
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
の
確
信
乙
そ
、
神
国
思
組
の

「
世
運
未
だ
童
き
ず
、
王
化
癌
み
あ
り
、
天
魔
す
で
に
隙
を
失
す
、
是
れ
我
が
朝

と裏
あ付
るけ
のに
もすな、v つ

て

る
の
で
の
る

「
我
が
朝
は
紳
園
と
し
て
、
大
小
の
神
祇
部
類
け
ん
ぞ
く
樺
佑
の
道
感
臆
あ
ま
ね
く
通
ず
る
も
の
な
り
」

コ
筋
ニ
神
明
ノ
扶
ナ
ラ
テ
ハ
、
日
本
安
全
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
意
味
で
の
「
紳
闘
」
で
あ
わ
）
こ
れ
ら
の
神
明
が
、
特

定
の
神
で
な
い
こ
と
は
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
に
、
伏
見
天
皇
が
異
賊
静
諮
祈
請
の
た
め
、
摩
詞
毘
虚
遮
那
如
来
、

三
世
一
切
諸
仏
以

下
、
「
本
朝
三
千
録
座
、
大
小
天
神
地
祇
」

「
外
に
は
亦
、
神
風
の
赫
威
を
掻
い
、

我
が
闘
紳
闘
と
し
て
盟
め
り
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
き
ら
か
で
あ
れ
w

正
応
六
年
は
、
元
建
の
弘
安
四
年
よ
り
十
二
年
自
に
当
り
、
当
時

に
敬
白
し
て
、

再
び
許
霧
を
晋
羊
之
凶
穏
に
掛
い
給
え
、

「
神
風
」
が
吹
い
て
「
紳
園
」
と
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
「
紳
孫
君
臨
」
で
な
く
「
紳
明
擁
護
」
の
意
味
で
、
受
け
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意

す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
元
窟
よ
り
半
世
紀
後
に
、
「
神
孫
君
臨
」
と
し
て
の
「
神
園
」
を
強
調
し
た
『
紳
皇
正
統
記
』
色
、
元
冠
に
つ
い
て
、
「
辛

神

国

思

想

の

系

譜

六
五



神

国

思

想

の

系

譜

六
六

巳
の
年
（
弘
安
四
年
）
蒙
古
の
箪
お
ほ
く
船
を
そ
ろ
へ
て
我
園
を
侵
す
、
筑
紫
に
て
大
に
合
戦
あ
り
、
紳
明
威
を
あ
ら
は
し
、
形
を
現
じ
て
ふ

せ
が
れ
け
り
」
と
記
し
て
い
る
。

註
①⑤

 
①
 

④
 

『
大
様
秘
抄
』

〔
義
楚
六
帖
』
一
在
二
一
。

長
沼
賢
海
「
元
濯
と
松
浦
党
」
（
『
史
淵
』
第
七
絹
所
載
）
参
照
。

刊
文
治
二
年
神
宮
大
般
若
経
転
説
記
』

①⑦＠＠  

『
一
ニ
長
記
』
建
永
元
年
五
月
廿
三
日
条
。

司
古
今
著
聞
集
』
巻
一
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
下
。

『
木
削
明
文
集
』
第
六
十
八
。

六
、
春
日
明
神
と
神
国
思
想

「
紳
園
」
に
お
け
る
神
々
の
地
位
は
、

そ
の
神
を
華
ず
る
政
治
勢
力
の
浮
出
と
、
密
接
な
関
聯
を
も
っ
て
い
た
。
摂
関
政
治
の
展
開
に
応
じ

て
、
春
日
明
神
は
、
ひ
と
り
藤
原
民
の
民
神
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
天
照
大
神
と
相
い
並
ぶ
宗
廟
神
の
位
置
を
確
立
し
て
来
る
。

「
我
が
大

日
本
闘
は
、
天
照
大
神
の
勅
に
よ
り
、
天
見
屋
根
命
の
扶
持
を
力
と
す
、
是
を
以
っ
て
上
は
王
室
を
衛
り
、
下
は
民
家
を
撫
す
、
朝
庭
は
頭
を

低
う
し
、
時
懇
は
手
を
東
川
口
。
日
本
を
扶
持
し
王
室
を
衛
る
春
日
明
紳
の
霊
威
は
、

そ
の
ま
ま
摂
政
関
白
と
し
て
政
治
を
行
う
藤
原
氏
の
権

勢
に
、
相
い
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
敵
平
清
盛
の
逝
去
を
聞
い
た
九
条
兼
実
は
、

「
紳
欝
冥
目
前
之
僚
、
新
に
以
っ
て
知
る
べ
し
、
日
月
地

に
堕
ち
ず
、
愛
に
恵
み
あ
る
も
の
敗
」
と
記
し
、
続
け
て
、

み
」
と
書
き
と
ど
め
た
。
春
日
明
神
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
故
に
、
藤
原
民
の
政
治
支
配

H
摂
関
体
制
を
擁
護
す
る
使
命
を
負
っ
て
い

「
こ
の
後
の
天
下
の
安
否
、

た
だ
伊
勢
大
紳
宮
、
春
日
大
明
紳
に
任
せ
奉
る
の

る
c

し
か
も
藤
原
氏
の
摂
関
体
制
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、
春
日
明
神
の
私
的
な
機
能
で
は
な
く
、
鎮
護
国
家
を
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ー「

天

照
大
紳
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
春
日
大
明
神
ニ
同
侍
一
一
殿
内
一
、
能
話
一
一
防
護
一
ト
御
一
諾
ヲ
ワ
リ
シ
カ
パ
、
臣
家
ニ
テ
王
ヲ
タ
ス
ケ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
と

述
べ
た
の
も
、
摂
関
体
制
が
天
照
大
神
と
春
日
明
神
と
の
合
意
に
基
づ
く
こ
と
、
従
っ
て
「
紳
明
擁
護
」
の
観
念
は
、
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
政
治
性
を
帯
び
て
く
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。



武
家
政
治
の
確
立
に
よ
り
、
藤
原
氏
が
政
治
権
力
の
胞
か
ら
顛
落
し
て
後
も
、

天
照
大
神
・
春
日
明
神
一
諾
に
基
づ
く
日
本
統
治
の
伝
承

は
、
藤
原
氏
の
聞
に
受
け
継
が
れ
た
。
し
か
し
国
家
権
力
の
裏
付
け
な
き
こ
の
神
国
思
想
は
、
も
は
や
政
治
性
を
喪
失
し
て
い
た
。

南
北
朝
の
動
乱
期
に
、
前
左
大
臣
の
近
衛
基
嗣
は
、

（
春
日
明
神
、
筆
者
註
）
の
加
被
に
在
る
べ
し
」
と
記
し
、
摂
政
関
白
太
政
大
臣
に
任
じ
た
二
条
良
基
も
、
「
代
は
末
に
な
り
た
れ
ど
も
、
伊
勢
太

「
春
日
陪
春
日
枇
詠
七
首
和
歌
序
」
に
、

「
料
り
知
り
ぬ
、
我
が
園
の
安
寧
、
我
が
神

神
宮
の
皇
孫
な
ら
ぬ
人
の
位
に
即
事
は
一
度
も
な
し
、
叉
、
春
日
の
神
孫
な
ら
ぬ
人
の
執
柄
に
成
事
も
な
き
事
な
り
、
是
こ
そ
紳
園
の
い
み
じ

き
験
に
て
侍
れ
」
と
述
べ
て
、
神
国
思
想
を
吐
露
し
て
い
る
が
、
近
衛
基
嗣
、
二
条
良
基
は
共
に
北
朝
に
属
す
る
上
層
貴
族
で
あ
り
、
従
っ
て

「
揖
鎮
の
事
に
お
い
て
は
、
偏
え
に
春
日
大
明
紳
の
御
裁
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
藤
原
民
摂
篠
を
正
当
化

て
こ
に
見
ら
れ
る
神
国
思
想
は
、

す
る
論
理
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
天
照
大
神
と
春
日
明
神
と
の
約
諾
を
基
調
と
す
る
神
園
思
想
は
、
藤
原
氏
の
摂
関
政
治
を
背
景
と
す
る
こ

と
に
お
い
て
、
乃
至
は
、
か
か
る
摂
関
体
制
の
危
機
に
お
い
て
の
み
、
は
じ
め
て
実
践
性
を
も
ち
え
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
南
北
朝
対
立
の

政
治
危
機
を
打
開
す
る
論
理
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

互主
＠＠＠  

一
寸
扶
桑
略
記
』
寛
治
七
年
八
月
刊
二
日
条
。

『
玉
菜
』
治
承
五
年
閏
二
月
五
日
条
。

『
愚
管
抄
』
第
一
二
o

＠＠④  

『
本
朝
文
集
』
第
七
十
一
。

『
さ
か
き
葉
の
日
記
』

『
玉
葉
』
文
治
二
年
七
月
十
五
日
条
。

七
、
政
道
論
と
神
国
思
想

摂
銭
家
を
代
表
す
る
慈
円
が
、

「
ト
ヲ
ク
ハ
伊
勢
大
紳
宮
ト
鹿
島
ノ
大
明
紳
、
チ
カ
ク
ハ
入
幡
大
芥
ト
春
日
ノ
大
明
紳
ト
、
普
今
ヒ
シ
ト
議

定
シ
テ
位
ヲ
パ
モ
タ
セ
給
フ
也
」
と
記
し
た
の
は
、
武
家
勢
力
の
進
張
に
対
し
て
、
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
古
代
勢
力
全
般
の
危
機
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
照
大
神
と
春
日
明
神
と
の
一
諾
に
基
礎
つ
け
ら
れ
た
摂
関
政
治
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
古
代
政
権
そ
の
も
の
が
、
中

神
国
思
想
の
系
譜

六
七
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系
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六
八

世
武
士
勢
力
の
拾
頭
に
よ
っ
て
、
終
止
符
が
打
た
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
八
幡
大
菩
薩
が
｜
｜
た
だ
し
石
清
水
八
幡
で

は
な
く
、
源
義
朝
に
よ
っ
て
鎌
倉
に
勧
請
さ
れ
た
鶴
岡
八
幡
が

l
l幕
府
政
治
を
擁
護
す
る
た
め
に
登
場
し
て
く
る
。

前
肥
前
守
大
江
国
道
は
、
宮
崎
八
幡
を
讃
え
て
、

た
。
古
代
末
期
の
受
領
は
、

「
栄
撃
を
祈
る
者
は
即
ち
栄
撃
を
裂
し
、
官
位
を
求
め
る
者
は
即
ち
官
位
を
得
」
と
述
べ

「
栄
華
」
や
「
官
位
」
を
八
幡
に
祈
請
し
た
が
、
し
か
し
鶴
岡
八
幡
は
、
幕
府
の
首
脳
に
対
し
、
時
に
は
軍
事
的

政
治
的
決
断
を
促
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
承
久
三
年
、
北
条
議
時
追
討
の
院
宣
が
鎌
倉
に
賛
さ
れ
た
時
、
そ
の
進
退
に
関
し
て
疑
い
を
向
げ
ら
れ

た
三
浦
義
村
は
、
義
時
に
向
っ
て
、

「
こ
れ
こ
そ
心
え
ぬ
御
乙
と
葉
か
な
、
一
半
家
追
討
よ
り
こ
の
か
た
、
た
び
た
び
た
た
か
ひ
に
忠
節
を
い
た

し

一
度
も
不
忠
の
ぎ
候
は
ず
・
・
・
・
、
も
し
こ
の
事
い
つ
は
り
に
て
候
は
Y
、
と
を
く
は
三
熊
野
の
た
け
、
ち
か
く
は
い
づ
箱
根
雨
所
、
別
し

て
若
宮
三
所
こ
と
さ
ら
に
た
の
み
た
て
ま
つ
る
、
三
う
ら
の
十
ニ
天
、
栗
潰
森
山
、
組
て
日
本
圏
中
、
大
小
神
祇
、
み
や
う
た
う
じ
げ
ん
し
給

へ
、
御
う
し
ろ
ぐ
ら
き
事
は
候
は
ず
」
と
い
っ
た

mv
ま
た
二
位
禅
尼
政
子
は
御
家
人
を
庭
申
に
集
め
、
頼
朝
以
来
の
重
思
を
説
い
て
聯
起
を

促
し
た
と
こ
ろ
、
武
士
た
ち
は
、
「
八
幡
大
菩
薩
な
ど
か
罪
な
き
e
T
み
ち
び
き
給
は
ま
ら
ん
、
暁
む
ち
を
ゐ
ぐ
べ
し
」
と
互
に
励
ま
し
合
つ
勺

北
条
泰
時
は
、

一
軍
の
将
と
し
て
鎌
倉
を
進
発
す
る
に
当
り
、

「
先
入
幡
大
菩
薩
の
御
前
に
あ
る
楢
の
本
に
し
て
、
馬
よ
り
下
り
頭
を
低
て
信

心
を
致
し
て
祈
申
て
云
、
此
度
の
上
洛
理
に
背
か
ば
、
忽
に
泰
時
が
命
を
召
れ
て
、
後
生
を
助
け
給
ふ
べ
し
、
若
し
天
下
の
助
け
と
成
て
人
民

を
安
し
、
悌
紳
を
興
し
奉
る
べ
き
な
ら
ば
、
哀
憐
を
垂
れ
給
へ
」
と
祈
願
し
た
。
武
家
側
が
と
っ
た
行
動
の
背
後
に
、
八
幡
神
が
あ
る
と
の
確

信
は
、
幕
府
の
首
脳
者
に
自
信
と
勇
気
と
を
与
え
た
。
八
幡
が
武
家
の
守
護
神
と
し
て
、

中
世
に
重
き
を
な
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
し
か
し
八
幡
（
H
鶴
岡
八
幡
）
は
、
神
明
擁
護
の
神
々
の
一
人
で
は
な
く
、
特
に
武
家
に
対
し
て
加
護
を
垂
れ
、
政
治
的
軍
事
的
決
断
を

す
ら
促
す
と
こ
ろ
の
、
意
志
を
も
っ
神
で
あ
っ
た
。

し
か
し
八
幡
は
、
藤
原
民
の
摂
関
政
治
を
基
礎
－
つ
け
た
春
日
明
神
の
よ
う
な
神
秘
的
役
割
を
、
幕
府
に
対
し
て
果
さ
な
か
っ
た
。
幕
府
も
ま

た
政
治
の
究
極
の
権
威
を
、

八
幡
に
求
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
八
幡
は
、

「
神
園
」
の
主
役
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



承
久
の
乱
に
際
し
て
幕
府
が
と
っ
た
行
動
、
特
に
三
上
皇
を
遠
島
に
流
し
た
措
置
は
、
臣
下
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
る
と
の
批
判
を

拒
み
え
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
幕
府
の
行
動
を
正
当
佑
し
た
の
が
政
道
論
で
あ
る
。
承
久
の
乱
に
関
し
て
語
ら
れ
た
一
連
の
政
道
論
は
、

幕
府
に
対
す
る
非
難
を
予
想
し
、
そ
の
非
難
か
ら
幕
府
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
京
都
側
自
身
に
と
っ
て
も
、
承
久
の
乱
の
悲
劇
的
敗
北
に
よ
り
、

「
紳
明
擁
護
」
と
く
に
「
紳
孫
君
臨
」
の
神
国
思
想
に
、
疑
惑

を
さ
し
は
さ
ま
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
「
時
の
人
疑
っ
て
日
く
、
我
園
は
も
と
よ
り
紳
園
也
、
人
王
の
位
を
つ
く
既
に
天
照
大
紳
の
皇
孫
也
、

何
に
よ
り
て
か
三
帝
一
時
に
遠
流
の
恥
あ
る
」

Q

日
蓮
も
こ
れ
に
つ
い
て
自
問
自
答
し
た
こ
と
が
あ
る
。

同
じ
疑
問
は
幕
府
側
の
人
々
に
も
あ

「
天
照
大
御
一
柳
は
聾
秋
津
洲
の
本
主
、
皇
帝
の
祖
宗
な
り
、
市
る
に
八
十
五
代
の
今
に
至
り
て
、
何
の
故
に
百
皇
鎮
護
の
誓
を

改
め
、
三
帝
、
雨
親
王
に
、
配
流
の
旺
辱
を
懐
か
し
め
御
ふ
哉
、
尤
も
こ
れ
を
性
む
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
あ
れ
ω

っ
た
と
見
え
、

「
紳
孫
君
臨
」
を
内
実
と
す

る
神
国
思
組
は
、
承
久
の
乱
後
に
お
け
る
幕
府
の
厳
重
な
処
分
に
よ
っ
て
、
致
命
的
な
一
撃
を
与
え
ら
れ
た
。
で
は
何
故
に
、
天
照
大
神
の
神

孫
た
ち
が
、
天
神
地
祇
か
ら
見
放
さ
れ
、
悲
劇
の
主
人
公
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
。
「
心
あ
る
人
、
答
て
日
く
、
・
・
・
・
賢
一
昨
長
短
は
必
ず
政
の

（マ、）

善
悪
に
よ
れ
り
、
：
：
六
十
年
よ
り
こ
の
か
た
好
文
兎
士
の
君
稀
に
し
て
、
政
道
過
口
に
乱
る
〉
た
び
に
そ
の
身
安
か
ら
ホ
ベ
ヤ

天
照
大
神

の
神
秘
的
権
威
を
背
後
に
も
つ
天
皇
で
あ
っ
て
も
、
政
道
の
乱
れ
を
致
す
な
ら
ば
、
神
明
の
加
護
を
失
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
此
合
戦
（
本
久
の

兵
乱
、
筆
者
註
）
紳
慮
ヨ
リ
起
リ
テ
京
都
ノ
負
サ
セ
給
事
頗
不
審
残
レ
リ
」
。

し
か
し
、

，
「
縦
非
道
ノ
御
企
ナ
リ
ト
モ
、

縦
武
家
氏
一
柳
ナ
リ
ト

ナ
リ
」
。
そ
の
冥
慮
神
慮
と
は
、

モ
、
何
ソ
帝
運
ヲ
ツ
ギ
、
正
統
ヲ
捨
テ
、
争
王
民
ヲ
出
タ
ル
武
将
ニ
替
給
ハ
ン
ヤ
」

3

「
公
家
ハ
武
家
ヲ
樟
リ
、
武
家
ハ
公
家
ヲ
恐
テ
、
専
任
自
由
ノ
政
務
ナ
ク
、

だ
か
ら
「
就
之
閑
ニ
思
ニ
冥
慮
殊
勝
ナ
リ
、
紳
慮
甚
深

文
武
二
道
徳
化
ア
ル
ベ
」
き
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
「
無
益
ノ
合
戦
ヲ
思
食
立
テ
、
只

一
日
ノ
間
ニ
天
下
ハ
暗
ト
成
ハ
テ
」
る
結
果
ぞ
招
い
た
後
鳥
羽
院
は
、
「
人
失
事
シ
ケ
ク
、

民
煩
隙
無
リ
シ
カ
ハ
、

一
天
恨
普
、
四
海
穏
カ
ナ
ラ
ザ
リ
キ
、
軽
操
御
振
舞
天
子
ノ
ワ
サ
ニ
背
キ
、
非
愛
ノ
御
行
、
宗
廟
ノ
照
覧
タ
カ
ハ
セ
給

ラ
ン
ト
費
タ
リ
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

神
国
思
想
の
系
譜

六
九
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北
条
泰
時
が
樽
尾
に
明
恵
を
訪
ね
た
時
、
明
恵
は
承
久
の
乱
に
お
け
る
泰
時
の
責
任
を
取
り
上
げ
、

七。
「
私
に
武
威
を
振
て
、
官
軍
を
亡
ぼ
し

玉
城
を
破
り
、
あ
ま
さ
へ
太
上
天
皇
（
後
鳥
羽
・
順
徳
）
を
捕
に
し
事
て
、
遠
島
に
移
し
奉
り
、
皇
子
后
宮
を
園
々
に
流
し
、
・
・
・
・
先
打
見
る

所
其
理
に
背
け
り
」
と
聞
い
正
し
た
と
乙
ろ
、
泰
時
は
、
「
幕
下
（
頼
朝
）
逝
去
の
後
、
公
家
の
御
政
鹿
は
て
、

忠
有
者
も
忠
を
失
、
界
な
き

も
罪
を
被
ふ
る
輩
、
勝
計
す
べ
か
ら
ず
、
諸
園
大
に
煩
ひ
、
高
民
甚
だ
愁
ふ
、
・
・
・
・
・
・
此
事
此
雨
三
年
殊
に
放
広
の
問
、
闘
東
深
く
歎
き
寄
る

刻
、
結
句
誤
な
き
聞
東
を
滅
さ
る
べ
き
由
、
内
々
洩
聞
え
候
」
と
述
べ
、

「
関
東
忠
あ
り
て
誤
な
き
所
に
、
過
な
く
し
て
罪
を
蒙
ら
ん
事
、
是

偏
に
公
家
の
御
誤
に
あ
ら
ず
や
」
と
答
え
た
が
、
明
恵
は
た
だ
泰
時
の
言
葉
を
聞
く
の
み
で
あ
っ
た
。

さ
て
承
久
の
乱
を
契
機
と
し
て
主
張
さ
れ
た
政
道
論
は
、

そ
の
根
抵
に
「
天
」
の
思
想
を
含
ん
で
い
る
。

『
御
鎮
座
本
紀
』
に
、
「
夫
レ
天
ニ
逆
へ
パ
則
チ
道
無
夕
、
地
ニ
逆
へ
パ
則
チ
徳
無
シ
」
と
記
し
て
あ
る
。
天
照
大
神
が
倭
姫
命
に
詫
宣
し
て

語
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
承
久
の
乱
の
責
任
者
、
後
鳥
羽
院
を
批
判
し
た
『
八
幡
愚
童
一
訓
』
が
、

「
罪
ヲ
天
－
一
獲
テ
博
ル
所
ナ
シ
」
と
記
し
た

「
天
」
と
同
じ
思
掴
で
あ
る
。
政
道
を
乱
す
な
ら
ば
、
天
皇
と
い
え
ど
も
、
天
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
承
久
の
乱
に
際
し
、

泰
時
が
鎌
倉
を
発
つ
時
、

「
園
は
皆
王
土
に
あ
ら
ず
と
い
う
事
な
し
、
き
れ
ば
和
漢
共
に
勅
命
を
背
く
者
、
古
今
誰
か
安
全
す
る
事
な
し
」
と

い
う
理
由
で
、
合
戦
を
や
め
て
降
参
す
る
こ
と
を
父
の
義
時
に
進
言
し
た
と
乙
ろ
、
し
か
し
議
時
は
、

「
此
議
尤
神
妙
な
り
、
但
夫
は
君
王
の

御
政
道
正
し
き
と
き
の
事
也
、
近
年
天
下
の
行
い
を
見
る
に
、
君
の
御
政
古
に
か
へ
て
実
を
失
な
へ
り
」
と
答
え
、

「
所
詮
天
下
静
誼
の
得
た

る
問
、
天
道
に
任
せ
て
合
戦
を
致
す
べ
し
」
と
下
知
し
て
い
る
。
政
道
に
は
ず
れ
た
天
皇
政
治
を
批
判
す
る
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
。
鎌
倉
方

は
、
現
実
の
古
代
支
配
に
対
し
て
受
身
で
は
な
か
っ
た
。

「
天
下
静
誼
」
の
た
め
の
行
動
は
、
天
下
の
命
で
あ
る
。

「
忠
有
て
科
な
き
闘
東
三

代
将
軍
家
の
遺
跡
を
亡
さ
る
べ
き
天
気
あ
り
」
。
し
か
し
結
局
、
「
天
道
の
奥
へ
ざ
る
理
」
に
帰
し
て
、
京
都
側
の
徹
底
的
な
敗
北
と
な
っ
た
。

「
雌
雄
は
天
の
定
む
る
所
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
天
」
は
、
京
都
側
の
み
を
罰
し
な
い
。
北
条
高
時
も
、

る
故
に
滅
ん
だ
。
「
天
道
は
慈
悲
と
賢
聖
を
加
護
す
」
る
の
で
ふ
必
。

「
天
命
に
背
く
道
理
明
ら
か
な
」



日
本
を
現
実
に
支
配
す
る
の
は
、
天
照
大
神
の
神
孫
と
し
て
の
天
皇
で
は
な
く
、
天
意
を
受
け
、
天
道
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
｜
｜
乙

「
夫
レ
君
ハ
山
岳
ノ
コ
ト
ク
ニ
シ
テ
動
ク
コ

の
論
理
が
、
幕
府
政
治
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、

ト
ナ
ク
、
仁
愛
ヲ
以
テ
普
ク
施
シ
給
フ
ベ
シ
、
市
ニ
欲
ヲ
恐
シ
騎
ヲ
極
ル
時
ハ
、
人
民
恨
ミ
背
テ
園
家
必
ズ
滅
ス
ペ
キ
コ
卜
、
上
代
古
今
漢
土

天
竺
モ
相
替
ル
事
ナ
シ
」
と
さ
れ
砧
w

執
権
泰
時
・
時
頼
の
「
善
政
」
も
、
こ
の
よ
う
な
政
道
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
と
は
、
注
目
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

承
久
の
乱
で
、
軍
事
的
に
も
京
都
方
に
勝
利
し
た
鎌
倉
方
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
に
お
い
て
も
、
政
道
論
を
以
っ
て
京
都
方
を
圧
倒
し
た

註
①
承
久
の
乱
で
六
波
緩
の
伊
賀
光
季
が
官
軍
に
攻
め
ら
れ
て
亡
び
る
と

き
、
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
か
つ
本
社
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
じ
神
を
ま
つ

る
石
消
水
八
幡
を
奔
せ
ず
に
、
鶴
岡
を
奔
し
て
い
る
（
奥
田
真
啓
『
武

士
図
と
神
道
』
一
三
コ
一
頁
）
。

②
『
平
安
遺
文
』
巻
五
、
二
四
三
五
号
。

①
『
承
久
箪
物
語
』
第
二
。

①
⑤
⑦
『
六
代
勝
ぃ
明
記
』

八

『
神
室
正
統
記
』
の
神
田
思
想

日
本
が
「
紳
園
」
で
あ
る
理
由
の
一
つ
は
、

（
②
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』

⑦
「
神
園
主
御
脊
」

①
『
吾
裂
鏡
』
承
久
三
年
間
十
月
十
日
条
。

⑩
⑬
『
八
幡
慰
霊
訓
』
下
。

＠
『
渋
柿
』

⑫
『
梅
松
論
L

一

「
紳
明
擁
護
」
に
あ
っ
た
。
紳
々
の
加
護
な
く
し
て
は
、
日
本
が
保
た
れ
な
い
と
す
る
場
合
、

こ
の
意
味
で
の
「
神
園
」
意
識
の

そ
の
神
々
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
紳
で
は
な
く
、
複
数
の
神
々
、
す
な
わ
ち
天
神
地
紙
で
あ
る
。
そ
し
て
、

強
調
は
、
対
外
的
緊
張
の
場
合
を
除
、
き
、
必
ず
し
も
政
治
的
で
あ
る
と
は
い
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

神
国
思
想
の
系
議

し
か
し
同
じ
「
神
園
」
の
意
義
を
、
特
定
の
紳
に
限
っ
て
強
調
す
る
の
は
、
圏
内
に
お
け
る
政
治
動
向
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
春
日
明

七



神
国
思
想
の
系
譜

七

神
を
媒
介
と
す
る
神
国
思
想
は
、
撮
関
体
制
擁
護
を
意
味
し
、
鶴
岡
八
幡
は
、
鎌
倉
幕
府
の
全
国
支
配
を
裏
面
か
ら
支
持
し
た
。

天
照
大
神
は
、
常
に
神
国
思
想
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
来
た
。

国
は
神
国
也
」
と
さ
い
勺
「
地
神
五
代
ノ
始
ハ
天
照
大
神
、
割
削
今
伊
勢
大
神
宮
－
一
テ
御
座
ス
、

生
、
皆
此
御
紳
末
也
」
と
い
わ
れ
る
の
勺
僧
侶
・
貴
族
層
に
、
こ
の
種
の
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
天
照
大
神
と
結
び

「
天
照
大
神
、
天
の
磐
戸
を
お
し
ひ
ら
き
玉
ひ
し
よ
り
己
来
た
、
乙
の

此
即
我
朝
根
源
也
、
故
世
申
ニ
有
ル
所
ノ
衆

つ
く
「
紳
園
」
を
強
調
す
る
ζ

と
自
体
、
す
で
に
政
治
的
で
あ
り
、
古
代
勢
力
擁
護
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
古
代
勢
力
と
中
世
封
建
勢
力

と
の
対
立
が
激
枯
し
、
危
機
が
深
ま
る
と
き
、
古
代
勢
力
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、

る
。
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
は
、
現
に
中
世
封
建
勢
力
が
政
治
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
し
か
し
後
醍
醐
天
皇
一
派

結
局
乙
の
種
の
神
国
思
想
が
切
実
に
要
求
さ
れ

の
古
代
勢
力
乙
そ
、
政
治
権
力
の
正
当
な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
、

「
神
孫
君
臨
」

の
神
国
思
想
に
よ
っ
て
、
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
め

る。
そ
の
政
道
を
乱
る
な
ら
ば
、
天
皇
と
い
え
ど
も
、
天
の
罰
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
｜
｜
「
天
理
」
「
天
道
」
を
基
調
と
す
る
幕
府
政
治
擁

護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
て
、
北
畠
は
、
神
国
思
想
を
力
説
す
る
。

「
大
日
本
は
神
固
な
り
、
天
祖
は
じ
め
て
基
を
ひ
ら
き
、
日
神
な
が
く

統
を
停
へ
給
ふ
、
我
園
の
み
此
事
あ
り
、
異
朝
に
は
其
た
ぐ
ひ
な
し
、
此
故
に
神
国
と
云
ふ
な
り
」
。

初
期
の
神
国
思
想
は
、
書
紀
神
功
皇
后

条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
「
他
園
異
類
」
を
予
想
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
他
国
と
異
な
り
、
日
本
は
「
神
意
政
治
」
乃
至
「
紳
明
擁

護
」
の
国
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
北
直
は
、

「
異
朝
」
と
異
な
る
日
本
の
特
殊
性
を
、

い
わ
ゆ
る
天
祖
の
神
勅
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
神
孫
君

臨
に
求
め
て
い
る
が
、
し
か
し
「
異
朝
」
を
予
想
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
現
実
に
は
、
南
朝
に
対
立
す
る
「
北
朝
」
を
予
想
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
の
故
に
、
圏
内
の
政
治
的
危
機
に
お
け
る
立
言
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

「
唯
我
園
の
み
天
地
ひ
ら
け
し
初
よ
り
今
の
世
の
今
日
に

至
ま
で
、
日
嗣
を
う
け
給
乙
と
よ
こ
し
ま
な
ら
ず
」
で
あ
る
が
、
「
日
嗣
」
で
あ
る
か
否
か
は
、
「
三
種
の
神
器
を
停
給
ふ
」
か
、
あ
る
い
は
、

「
え
給
は
ず
」
の
い
づ
れ
か
に
よ
っ
て
、
決
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
村
上
天
皇
こ
そ
、
す
な
わ
ち
南
朝
乙
そ
、
北
朝
と
異
な
り
、
「
三
種
の



神
器
を
停
申
さ
」
れ
た
結
果
、
「
今
の
御
門
ま
た
天
照
犬
神
よ
り
こ
の
か
た
の
正
統
を
う
け
ま
し
ま
し
ぬ
」
る
乙
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
三
種
の
神
器
、
世
に
停
こ
と
日
月
星
の
天
に
あ
る
に
お
な
じ
」
で
あ
る
。
し
か
し
宝
酢
の
し
る
し
と
し
て
の
三
種
の
神
器
の
有
無
の
み
を

以
っ
て
、
北
朝
す
な
わ
ち
幕
府
の
政
道
論
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
三
種
の
神
器
は
新
し
い
解
釈
を
付
加
さ
れ
る
と
共
に
、
別
の
政

道
論
の
根
元
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
鏡
は
「
正
直
の
本
源
」
、
玉
は
「
慈
悲
の
本
源
」
、
剣
は
「
智
慧
の
本
源
」
で
あ
り
、

「
此
三
徳
を
翁
受

ず
し
て
は
、
天
下
の
を
き
ま
ら
ん
こ
と
ま
こ
と
に
か
た
か
る
べ
し
」
。

北
畠
は
、
古
代
勢
力
の
降
下
を
、
政
道
の
衰
え
に
関
連
せ
し
め
た
。

「
白
河
、
鳥
羽
の
御
代
の
比
よ
り
政
道
の
ふ
る
き
す
が
た
や
う
や
う
お

と
ろ
へ
、
後
白
河
の
御
時
兵
革
お
こ
り
て
好
臣
世
を
み
だ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
も
、

「
我
園
は
王
種
の
か
は
る
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、

政
み
だ
れ
ぬ
れ
ば
、
暦
数
ひ
さ
し
か
ら
ず
、
糟
躍
も
た
が
ふ
た
め
し
」
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
だ
か
ら
、
「
己
が
欲
を
す
て
」
「
天
下
を
私

に
す
る
」
こ
と
を
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
正
し
い
政
道
は
、
す
べ
て
天
照
大
神
の
教
示
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
た
。

「
政
道
は
・
・
・
・

正
直
慈
悲
を
本
と
し
て
、
決
断
の
力
あ
る
べ
き
な
り
、

乙
れ
天
照
大
神
の
あ
き
ら
か
な
る
御
を
し
へ
な
り
」
。

北
畠
の
政
道
論
は
、
儒
教
の
影
響
を
受
げ
な
が
ら
も
、
儒
教
の
「
天
」
で
は
な
く
し
て
、
天
照
大
神
の
「
紳
勅
」
に
、
究
極
の
権
威
が
求
め

ら
れ
た
。

「
我
園
は
紳
園
な
れ
ば
、
天
照
大
紳
の
御
計
に
ま
か
せ
ら
れ
た
る
に
や
」
と
さ
れ
る
の
は
、
天
照
大
神
の
子
孫
が
日
本
の
正
統
な
支

配
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
外
に
、
そ
の
支
配
者
の
政
道
色
、
天
照
大
神
に
よ
っ
て
教
示
さ
れ
た
と
い
う
乙
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

『
紳
皇
正
統
記
』
に
は
、
「
天
」
「
天
命
」
「
天
意
」
「
天
道
」
な
ど
「
天
」
に
関
し
た
用
語
が
見
ら
れ
る
。
特
に
承
久
の
乱
を
論
じ
た
条
に
、

「
民
や
す
か
る
ま
じ
く
ぱ
、
上
天
よ
も
く
み
し
給
は
じ
」
「
一
往
の
い
は
れ
ば
か
り
に
て
追
討
せ
ら
れ
ん
は
、
上
の
御
と
が
と
や
申
べ
き
、
・
・
・
・

天
の
ゆ
る
さ
ぬ
こ
と
は
う
た
が
ひ
な
し
」
と
見
え
て
い
る
。
北
畠
も
、
承
久
の
乱
の
道
義
的
評
価
に
つ
い
て
、
常
識
佑
し
て
い
た
こ
の
よ
う
な

批
判
論
を
、
無
視
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

コ
ニ
種
（
の
神
器
）
に
つ
き
た
る
神
勅
は
正
く
国
を
た
も
ち
ま
す
べ
き
道
」
で
あ

り
、
「
君
は
天
照
大
紳
の
御
す
ゑ
園
を
た
も
ち
、
臣
は
天
児
屋
の
御
流
、
君
を
た
す
け
奉
る
べ
き
器
と
な
れ
り
」
と
い
う
大
本
は
不
動
で
あ
る
。

神

国

思

翻

の

系

譜

七
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天
皇
と
藤
原
氏
と
が
君
臣
合
体
し
て
政
治
を
す
る
こ
と
は
、
「
紳
代
よ
り
の
誓
」
に
基
つ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
源
氏
は
あ
ら
た
に
出
た
る

人
臣
な
り
、
徳
も
な
く
、
功
も
な
く
、
高
官
に
の
ぼ
り
て
人
に
お
と
ら
ぽ
、
二
神
の
御
と
が
め
有
ぬ
べ
き
こ
と
ぞ
か
し
」
。

北
島
の
神
国
思
想

は
、
南
朝
の
正
当
性
を
主
張
す
る
と
共
に
、
武
家
政
治
の
排
斥
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
政
治
的
実
践
的
で
あ
っ
た
。
天
照
大
神
｜
天
皇
を

結
び
つ
け
る
「
紳
孫
君
臨
」
の
神
国
思
想
は
、
古
代
権
力
の
道
義
的
乃
至
理
念
的
勝
利
を
保
証
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

北
畠
は
、
敵
対
す
る
北
朝
の
「
人
臣
」
を
予
想
し
て
、

「
一
紳
園
」
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
が
、
し
か
し
、
南
北
朝
の
政
治
的
軍
事
的
対
立

の
箇
外
に
あ
っ
た
人
々
、

つ
ま
り
「
人
臣
」
以
外
の
、
「
家
子
郎
従
」
や
「
稼
稽
紡
績
」
「
商
浩
」
「
工
巧
」
な
ど
の
「
民
」
が
、
「
紳
園
」
を
強

調
す
る
北
畠
の
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
神
国
思
想
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
。

言主
②①  

『
庭
疑
瑞
決
集
」
一

『
私
衆
百
閃
縁
集
』
第
七
。九

、
結

語

「
紳
園
」
と
い
う
言
葉
は
、
は
じ
め
て
文
献
に
現
れ
た
時
か
ら
、
政
治
的
傾
向
ぞ
排
除
し
え
な
か
っ
た
。

農
業
国
で
あ
る
日
本
に
は
、
農
業
に
関
係
あ
る
穀
物
の
神
々
を
始
め
、
動
物
・
山
岳
・
天
象
な
ど
の
神
々
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
神

々
は
、
民
衆
の
日
常
主
活
を
通
し
て
不
断
に
加
護
を
与
え
、
時
に
は
崇
り
を
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
神
々
自
身
は
、
必
ず
し
も
政
治
的
と
は
い
わ

れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
日
本
が
「
紳
園
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
は
、

こ
の
種
の
神
々
ー
ー
ー
い
わ
ゆ
る
自
然
神

l
l
の
加
護
を
受
け
て
い
た
か
ら
で

は
な
い
。
神
事
と
政
治
と
の
未
分
な
段
階
に
お
い
て
、
神
意
の
実
現
が
、
「
他
園
具
類
」
を
圧
倒
し
去
る
と
の
自
国
優
越
意
識
こ
そ
、
「
神
園
」

思
想
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
「
他
園
異
類
」
を
「
敵
」
と
す
る
時
点
に
お
い
て
、
神
国
思
想
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ



と
は
、

そ
の
後
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
、
日
本
の
優
越
性
を
保
証
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
来
た
。

園
内
的
に
「
神
園
思
想
」
が
唱
え
ら
れ
る
場
合
、
常
に
圏
内
に
お
け
る
政
治
危
機
を
背
景
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
危
機
の
打
闘
が
、
神
に

期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
神
は
「
天
神
地
祇
」
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
「
神
明
」
と
し
て
の
、
無
名
の
、
ま
た
無
数
の
仲

神
で
は
な
く
、
特
定
の
神
を
表
面
に
出
し
て
い
る
＠
春
日
明
神
は
藤
原
民
の
摂
関
体
制
を
擁
護
し
、

た
。
そ
し
て
天
照
大
神
は
終
始
、
単
山
で
、
あ
る
い
は
春
日
明
神
と
結
び
つ
き
、
市
代
政
権
維
持
乃
至
回
復
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
心
と
な
っ

八
幡
神
は
鎌
倉
の
幕
府
政
治
を
支
持
し

伊

』

。

ふ

i

武
家
政
権
を
支
持
し
た
八
幡
神
が
、
石
清
水
で
な
く
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
す
で
に
そ
の
役
割
に
お
い
て
、
春
日
明
神
と

同
列
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
ο

第
一
に
、
春
日
明
神
は
、

「
紳
圏
」
の
神
で
あ
り
え
て
も
、
独
自
で
自
己
の
存
在
を
主
張
せ
ず
、
常

に
天
照
大
神
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
鶴
岡
八
幡
は
、
天
照
大
神
と
提
携
す
る
こ
と
な
し
に
そ
の
地
位
を
主
張
し
た
の
み
な
ら
ず
、
承
久
の

乱
に
際
し
、
天
照
大
神
に
支
持
さ
れ
た
京
都
方
攻
撃
を
、
幕
府
の
首
脳
者
に
決
断
せ
し
め
て
い
る
。
第
二
に
、
承
久
の
乱
に
お
け
る
鎌
倉
方
の

圧
倒
的
勝
利
は
、
古
代
勢
力
擁
護
を
使
命
と
す
る
神
々
の
限
界
を
あ
ら
わ
に
し
た
が
、

一
面
そ
れ
は
、
天
照
大
神
や
春
日
明
神
な
ど
古
代
国
家

の
宗
廟
神
に
対
す
る
八
幡
神
の
勝
利
を
意
味
し
た
。
し
か
し
八
幡
神
は
、
春
日
明
神
の
よ
う
に
、
政
治
体
制
擁
護
の
神
と
し
て
終
始
し
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
古
代
国
家
の
宗
廟
神
に
優
越
す
る
八
幡
の
権
威
は
、
承
久
の
乱
に
お
け
る
鎌
倉
方
の
行
動
を
擁
護
す
る
政
道
論
に
席
を
譲

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
は
、

八
幡
の
権
威
を
以
っ
て
、
自
己
の
政
治
的
立
場
を
修
飾
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
儒
教
に
基
づ
く
「
天
」
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
京
都
方
の
「
神
国
」
思
想
に
対
抗
し
た
。

鎌
倉
幕
府
は
、
御
成
敗
式
目
の
第
一
条
に
「
神
祉
を
修
理
し
祭
把
を
専
に
す
べ
き
事
」
を
載
せ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
特
定
の
神
社
を
指
し
た

の
で
は
な
く
、
「
闘
東
の
御
分
の
国
々
井
に
庄
園
」
の
神
社
、
「
有
封
の
枇
」
一
般
に
就
い
て
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
諸
国
の
農
村

に
根
を
張
る
神
祇
信
仰
が
、
母
胎
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
式
自
の
起
案
に
参
両
し
た
評
定
衆
は
、
式
自
の
遵
守
励
行
ぞ
、

「
日
本
六
十

神
国
思
想
の
系
譜
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ノ、

余
州
の
大
小
の
紳
祇
、
殊
に
は
伊
豆
宮
根
両
所
の
櫨
現
三
嶋
の
大
明
神
八
幡
大
菩
薩
天
満
大
自
在
天
紳
ぷ
る
い
け
ん
そ
く
」
に
起
請
し
た
が
、

し
か
し
こ
こ
で
は
天
照
大
神
・
春
日
明
神
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
が
、
天
照
大
神
｜
春
日
明
神
を
主
軸

と
す
る
神
国
思
想
を
強
調
し
た
事
実
は
な
い
。

神
国
思
組
と
鋭
い
対
立
を
示
し
た
の
は
、
古
代
末
期
か
ら
人
々
を
促
え
て
い
っ
た
浄
土
教
、
特
に
法
然
の
専
修
念
仏
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
浄
土
教
は
、
現
世
を
、
従
っ
て
具
体
的
に
は
こ
の
日
本
の
国
土
を
、
「
五
濁
悪
世
」
と
規
定
す
る
。
法
然
に
よ
れ
ば
、
「
浄
土

門
と
云
ふ
は
、
こ
の
婆
婆
世
界
を
厭
ひ
捨
て
て
、
急
ぎ
て
極
壌
に
生
る
る
な
り
」
ο

つ
ま
り
「
犠
土
」
と
し
て
現
世
を
厭
離
す
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
浄
土
教
が
価
値
感
に
基
づ
き
、
磁
土
と
し
て
現
世
を
否
定
し
た
乙
と
は
、

「
紳
園
」
思
組
と
本
質
的
に
講
離
す
る
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
現
に
五
濁
悪
世
で
あ
る
こ
と
を
是
認
す
る
の
は
、
鎮
護
国
家
の
神
明
が
無
力
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、

特
に
古
代
国
家
の
神
々
｜
｜
伊
勢
・
春
日
の
宗
廟
神
｜
｜
の
権
威
を
無
視
す
る
結
果
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
代
国
家
が
五
濁
悪
世

の
様
相
を
深
め
る
過
程
と
、
宗
廟
神
が
弱
体
化
す
る
過
程
と
は
、
同
じ
政
治
的
現
実
の
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

法
然
の
浄
土
教
が
、

「
念
伸
之
輩
、
永
く
神
明
と
別
る
、
樺
ル
加
賀
類
を
論
ぜ
ず
、
宗
廟
大
社
を
揮
ら
ず
」
と
し
て
興
福
寺
か
ら
、
ま
た
「
吾

朝
は
紳
園
な
り
、
神
道
を
敬
す
る
を
以
て
園
の
勤
と
な
す
、
・
・
・
・
専
修
の
輩
、
事
を
念
悌
に
寄
せ
、
永
く
明
紳
（
伊
勢
大
紳
宮
・
賀
茂
・
松
尾

・
日
吉
・
春
日
等
）
を
敬
す
る
な
し
」
と
し
て
延
暦
寺
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
非
難
を
受
け
た
の
は
、
浄
土
教
の
国
土
観
と
、
そ
れ
に
反
援
す
る
古

代
国
家
の
神
国
思
組
の
本
質
を
語
っ
て
い
る
。
南
都
北
畿
の
立
場
は
、
王
法
仏
法
相
即
を
前
提
と
す
る
古
代
動
’
力
擁
護
の
仏
教
H
聖
道
円
で
あ

り
、
従
っ
て
専
修
念
仏
が
も
っ
反
古
代
的
傾
向
乙
そ
、
法
然
ら
が
蒙
っ
た
弾
圧
の
根
本
原
因
で
あ
つ
む
神
明
に
背
を
向
け
た
こ
と
が
理
由
と

な
っ
て
、
法
然
の
浄
土
教
が
非
難
さ
れ
た
が
、
そ
の
神
明
が
古
代
国
家
の
宗
廟
神
で
あ
る
乙
と
、
従
っ
て
そ
れ
を
非
難
す
る
の
が
、
藤
原
氏
を

檀
越
と
す
る
興
福
寺
、
ま
た
王
城
鎮
護
を
自
負
す
る
延
暦
寺
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
法
然
の
浄
土
教
は
、
結
果
的
に
い
っ
て
、



王
法
仏
法
相
即
に
対
す
る
不
信
と
、
神
国
思
想
の
破
綻
と
を
告
知
し
た
。

浄
土
教
が
、
現
世
を
「
積
土
」
と
し
て
厭
離
す
る
こ
と
は
、

こ
の
国
土
に
対
す
る
絶
望
を
意
味
す
る
。
浄
土
教
の
場
合
、
末
法
の
意
識
に
も

媒
介
さ
れ
て
、
自
己
（
人
間
）
と
、
自
己
の
置
か
れ
て
い
る
現
世
に
対
す
る
否
定
H
絶
望
は
、
決
定
的
H
宿
命
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
限
り
浄
土

教
で
は
、
現
世
を
政
治
的
に
改
革
す
る
意
図
は
、
最
初
か
ら
放
棄
さ
れ
て
い
た
。

時
（
末
法
の
五
濁
悪
世
）
と
機
（
人
間
）
が
劣
悪
な
の
で
は
な
く
、
政
治
の
仕
方
が
劣
悪
で
あ
る
と
す
る
政
道
論
は
、
浄
土
教
を
背
景
と
し

て
主
ま
れ
な
か
っ
た
。

「
粟
散
漫
土
の
い
や
し
き
果
報
」
の
内
に
、
社
会
的
・
政
治
的
悪
の
す
べ
て
が
解
消
せ
し
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
政

道
論
を
展
開
す
る
基
礎
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

法
然
と
異
な
り
、
日
蓮
は
、
「
紳
園
」
思
想
を
力
説
し
た
。
「
我
日
本
園
は
一
閤
浮
提
の
内
、
月
民
漢
土
に
も
す
ぐ
れ
、
入
高
の
園
に
も
超
へ

た
る
園
ぞ
か
し
、
・
・
・
・
其
上
紳
は
叉
第
一
天
照
大
紳
、
第
二
八
幡
大
菩
薩
、
第
三
は
山
王
等
の
三
千
徐
祉
、
昼
夜
に
我
園
を
ま
ほ
り
、
朝
夕
に

園
家
を
見
そ
な
わ
し
給
ふ
」
ο

春
日
明
神
が
名
前
を
列
ね
て
い
な
い
の
は
、
藤
原
民
の
擁
す
る
摂
政
・
関
白
な
ど
の
官
職
が
、
実
質
的
な
機
能

を
な
く
し
た
現
実
を
反
映
し
て
い
る
。
山
王
は
比
叡
の
守
護
神
で
あ
り
、

そ
し
て
日
蓮
は
、
天
台
の
再
興
を
終
生
の
使
命
と
し
て
い
た
故
に
、

国
家
鎮
護
の
神
と
し
て
山
王
を
第
三
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
コ
第
二
の
八
幡
大
菩
薩
は
、
武
家
の
守
護
神
で
あ
る
鶴
岡
八
幡
で
は
な
く
、
百
王
鎮

護
の
石
清
水
八
幡
を
指
し
て
い
る
が
、
ま
た
天
照
大
神
を
第
一
に
し
た
の
は
、
日
蓮
の
意
味
す
る
神
国
が
、
「
神
明
擁
護
」
と
共
に
、
「
神
孫
君

臨
」
を
内
容
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
日
蓮
の
立
場
は
、
古
代
勢
力
支
持
の
傾
斜
を
も
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
寿
永
・
承
久
の
兵
乱
は
、
日
蓮
を
し
て
神
国
思
憩
に
対
す
る
疑
惑
を
生
ぜ
し
め
た
。

「
悌
の
加
護
と
申
シ
、
神
の
守
護
と
申
シ
、

い
か
な
れ
ば
彼
の
安
徳
と
隠
岐
と
阿
波
・
佐
渡
等
の
王
は
相
停
の
所
従
等
に
せ
め
ら
れ
て
、
或
は
殺
さ
れ
、
或
は
島
に
放
タ
レ
、
或
は
鬼
と
な

り
、
或
は
大
地
獄
に
は
堕
チ
給
ヒ
シ
ぞ
」
。
特
に
承
久
の
乱
で
は
、
京
都
方
が
、
「
い
か
に
と
し
て
一
年
一
月
も
延
ヒ
ず
し
て
、
わ
づ
か
二
日
一

日
に
ほ
ろ
ぴ
給
ヒ
け
る
や
ら
む
」
。

ー
ー
そ
の
根
本
理
由
は
、
天
台
宗
が
衰
え
、
本
来
の
宗
詣
を
忘
れ
て
真
言
佑
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
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七
人

天
台
路
主
慈
円
は
、
「
隠
岐
ノ
法
皇
ノ
御
師
」
と
し
て
、

「
承
久
調
伏
ノ
上
衆
」
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
「
天
台
宗
の
座
主
の
名
を
盗
ミ
て
法

華
経
の
御
領
を
知
行
し
て
三
干
の
頭
と
な
り
、

一
閣
の
法
の
師
と
仰
し
て
、
大
日
経
を
本
と
し
て
、

七
重
く
だ
れ
る
提
言
を
用
ヒ
て
八
重
勝
レ

リ
と
を
も
へ
る
は
、
天
を
地
と
を
も
い
、
民
を
王
と
あ
や
ま
ち
、
石
を
珠
と
あ
や
ま
つ
の
み
な
ら
ず
、
珠
を
石
と
い
ふ
人
ナ
リ
、
数
主
耀
尊
・

日
月
・
四
天
等
の
請
天
善
神
い
か
で
か
此
人
を
罰
せ
さ
せ
給
は
ぎ
ら
む
、

一
切
衆
生
の
眼
目
を
奪
取
り
、
三
善
導
の
門
を
閉
チ
、
三
悪
道
の
道
を
開
く
、
党
揮
・

い
か
で
か
此
人
を
仰
ぐ
檀
那
を
ば
守
護
し
給
フ
ベ

SG

多
賓
悌
・
十
万
の
諸
悌
の
御
怨
敵
た
る
の
み
な
ら
ず
、

融
越
な
言
葉
を
陳
ね
て
日
蓮
が
論
難
す
る
の
は
、
天
台
宗
を
真
言
佑
さ
せ
た
仲
間
主
顕
真
や
慈
円
の
責
任
で
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
の
論
旨
の
背

後
に
は
、
承
久
の
乱
に
お
け
る
鎌
倉
方
の
行
動
を
正
当
化
す
る
要
素
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
究
極
に
お
い
て
、
鎌
倉
方
に
対
す
る
非
難
が
含
ま

れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
鎌
盆
幕
府
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
悪
政
が
、
天
道
に
外
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
蓮
は
、
現

実
の
政
道
の
是
非
善
悪
で
は
な
く
、
本
来
あ
る
べ
き
「
紳
明
擁
護
」
が
阻
害
せ
し
め
ら
れ
た
と
の
理
由
で
、

そ
の
原
因
と
な
っ
た
慈
円
ら
を
非

難
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
日
本
闘
の
民
」
で
あ
り
、
ま
た
「
代
々
の
所
従
、
重
々
の
家
人
」
で
あ
る
鎌
倉
方
が
、
「
園
主
」
を
改
め
た
そ

の
所
業
は
、
最
初
か
ら
日
蓮
の
批
判
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
日
蓮
が
、
「
紳
園
」
思
想
か
ら
離
れ
え
な
か
っ
た
結
果
で
あ
り
、
同
時
に
、

幕
府
首
脳
部
と
反
援
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ
抗
日

鎌
倉
幕
府
の
上
層
武
士
は
、
古
代
国
家
擁
護
を
基
調
と
す
る
日
蓮
を
、
迫
害
こ
そ
す
れ
信
受
せ
ず
、
ま
た
反
古
代
的
傾
向
を
も
っ
専
修
念
仏

に
も
帰
依
せ
ず
、
主
と
し
て
禅
宗
（
只
管
打
坐
を
説
く
曹
洞
禅
で
は
な
く
、

政
治
・
文
佑
へ
の
親
近
性
を
示
す
臨
済
禅
）
に
関
心
を
寄
せ
た

が
、
中
世
封
建
勢
力
の
指
導
者
が
、
古
代
勢
力
と
の
抗
争
・
対
立
の
時
点
に
必
要
と
し
た
政
道
論
は
、
禅
僧
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
用
意
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
儒
学
に
は
、
大
江
・
中
原
・
清
原
な
ど
の
博
士
家
の
古
註
学
と
、
円
爾
・
蘭
渓
・
冗
庵
・
大
休
・
祖
元
ら
禅
僧
が
説
い
た
新
註

す
な
わ
ち
朱
子
学
と
が
あ
っ
た
。



建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
、
泉
涌
寺
の
俊
荷
に
よ
り
我
が
固
に
伝
え
ら
れ
た
朱
子
学
は
、
は
や
く
北
条
時
頼
に
感
ル
仰
を
与
え
、
そ
れ
以
後

鎌
倉
幕
府
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
む
幕
府
首
脳
者
の
儒
教
を
介
す
る
政
道
論
へ
の
関
心
は
深
か
っ
た
。
執
権
泰
時
も
、
明
恵
上
人
高
弁
に
、

「
い
か
な
る
方
便
を
以
て
か
、
天
下
を
治
る
術
候
べ
き
」
と
質
問
し
、

え
ら
れ
た
が
、
明
恵
は
儒
教
の
精
髄
を
会
得
し
て
い
た
。

「
欲
心
を
失
ひ
た
ま
へ
、
天
下
白
か
ら
労
せ
ず
し
て
治
る
べ
し
」
と
教

北
畠
親
房
の
『
紳
皇
正
統
記
』
は
、
政
道
論
に
依
拠
す
る
武
家
政
治
を
批
判
し
、
か
っ
古
代
勢
力
（
そ
れ
も
南
朝
）
の
恢
復
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
危
機
克
服
の
政
治
的
要
請
を
負
う
北
畠
の
神
国
思
想
も
、
政
治
権
力
の
裏
付
け
な
く
し
て
は
存
続
し
え
な
い
。

『
一
柳
皇

正
統
記
』
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
は
、
北
島
が
期
待
し
た
よ
う
な
、
北
朝
方
の
「
公
家
」

「
武
家
」
を
含
む
当
代
支
配
者
層
の
中
に
お
い
で
す
ら
も
、

実
現
で
き
な
か
っ
た
。

神
道
を
組
織
付
け
、
ま
た
理
論
付
け
た
神
道
論
・
神
道
説
の
発
生
は
、
鎌
倉
時
代
、
と
く
に
弘
安
の
役
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
神
国
の
国
家
的

自
覚
を
背
景
と
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
柿
戸
し
か
し
、

「
神
道
説
」
は
「
紳
園
思
想
」
と
異
な
り
、
現
実
の
政
治
危
機
に
対
応
す
る
も
の

で
は
な
い
。
藤
原
民
の
摂
関
体
制
擁
護
を
使
命
と
す
る
春
日
明
神
の
権
威
は
、
古
代
勢
力
そ
の
も
の
の
後
退
に
よ
っ
て
昔
日
の
効
験
を
期
待
す

べ
く
も
な
く
、
鎌
倉
政
権
が
帰
依
し
た
鶴
岡
八
幡
も
、
政
道
論
に
そ
の
役
割
を
譲
っ
て
、
幕
府
政
治
擁
護
を
直
接
の
使
命
と
し
な
い
。
そ
し
て

古
代
勢
力
の
政
治
的
・
宗
教
的
支
柱
で
あ
っ
た
天
照
大
神
は
、
中
世
武
家
勢
力
の
全
面
的
進
出
に
よ
っ
て
、
も
は
や
危
機
打
開
の
任
務
を
遂
行

す
る
と
と
が
で
き
な
い
。
ー
ー
も
ろ
も
ろ
の
神
道
論
は
、
右
の
様
な
条
件
を
ふ
ま
え
て
発
生
し
て
来
た
が
、
そ
乙
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
第
一

の
点
は
、
天
照
大
神
と
の
盟
約
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
藤
原
民
の
摂
関
政
治
を
保
証
し
て
来
た
春
日
明
神
が
、
そ
の
政
治
性
を
脱
皮
し

て
、
単
な
る
民
俗
的
習
俗
的
な
神
の
一
人
に
転
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

八
幡
神
は
、
中
世
・
近
世
の
神
道
説
を
通
じ
て
冷
遇
さ
れ
、

従
っ
て
格
別
重
要
な
地
位
を
も
与
え
ら
れ
ず
、

い
わ
ば
凡
神
と
し
て
終
始
し
て
い
る
。
第
三
に
、

「
神
明
擁
護
」
で
は
な
く
、

「
紳
孫
君
臨
」

を
内
容
と
す
る
神
国
思
想
が
、

一
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
c

こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
神
道
説
を
唱
え
た
仏
家
や
神
道
家
が
、
主

神

国

思

想

の

系

譜

七
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神
国
思
想
の
系
譜

と
し
て
朝
廷
・
貴
族
に
依
害
し
て
い
た
ζ
と
と
関
連
す
る
と
共
に
、

l¥ 。

く
て
も
、
結
局
、
古
代
天
皇
制
擁
護
・
温
存
の
政
治
性
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

乙
の
種
の
神
国
思
想
が
、
た
と
え
現
実
の
政
治
的
危
機
克
服
を
志
向
し
な

註
①
「
浄
土
宗
略
抄
」

②
拙
稿
「
専
修
念
仏
の
受
容
と
猟
圧
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
第
同
所
載
）

参
照
。

③
「
存
覚
法
語
」

①
＠
「
神
国
王
御
書
」

⑤
川
添
昭
二
「
日
蓮
の
宗
教
の
成
立
及
ぴ
性
格
」
（
『
史
淵
』
第
六
六
絹

所
載
）
参
照
。

の
③
足
利
街
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
九
O
頁
以
下
。

③
『
渋
柿
』

⑪
村
附
典
嗣
『
神
道
史
』
四
四
頁
。
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The ''divine land" thoughts in Japan had two types: the 

thought of the divine protection, and of the reign by the 

descendants of Amaterasu-Omikami (;R~::kt$). The former, 

supported by the sense of superiority that Japan is protected by 

the gods, was emphasized in case of the international and military 

crisis. The latter justified the ancient Tenno regime and the 

Kasuga-Myo;in(*EI fJJl/:$), combined with the Amaterasu-Omikami, 

consolidated religiously the Sekkan (ffi~) regime of the 

Fujiwaras. 

The Genji clan, the founder of the Kamakura Shogunate, 

worshiped the Hachiman (Ai!JI) God, and the Kamakura army 

defeated the ancient powers of Kyoto supported by the Amaterasu 

-Omikami worship. But the Shogunate did not seek the authority 

of the samurai government in the mysterious Hachiman God. 

The Shushi (*~) thought, introduced to Japan at this time, 

justified the Shogunate by ''Politics" (l&:@'.mfa) based on the concept 

of the Heaven. Owing to this, for example, Kitabatake Chikafusa 

U~lel\\tfi,vs) had to assert the ''Politics" as well as the mysterious 

dignity of A11iaterasu-Omikami, when he insisted on the divine 

land thought. 

On the other hand, it was the Senju-nenbittsu (Jl!-{rtG;a;{.b.) thou

ght, preached by Saint Honen (7*~...tA), that confronted the 

divine land thought as a religious support of the ancient state. 

Rejecting the worship of gods, Honen and his followers were 

violently oppressed. But the very cause of his advent was the 

weakening of the "divine land." 
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